
支援する根拠をめぐる議論が顕在化している｡そこで本稿では､アメリカの議

論を素材とする｡｢高齢｣保障の根拠 

ない｡

)

歳以上の｢高齢｣保障

社会で支える高齢者像

でしたおり何歳を高齢者ととみすかかは
､､
随時検検証証せねばらななら

) 高齢者の特徴

ちろん老化には個差があり歳過ぎと支援をを要す人るるも人も

出現す安心ししたた社会保障制度が整備されて 相違点なども検証されているところ､ここでは紙面の関係 卜､そうした検討を｡こ
うニーズのあるる者には､
る社会が望ましいい｡
金金支年給給年年齢を例ええばば 参照した結論のみを挙げる｡高齢者の特徴は多様であるなか､以下の点などにたとの繰上受制度は､

2

3

(1

)751

2

60､､ 

高齢者を特別に取扱う論拠に関する学説は､アメリカでも未だ確立していな

い｡高齢者が他の主体と異なる点などから､高齢者の特徴がまず模索されてい

る24)｡高齢者固有の医療 ･介護 ･財産をめぐるニーズが整理され､障碍者との

変えよも必要であろううさにに歳歳るととと仕事の見つかららなな｡
社会においいて
､
金支給開始年年齢ののみを引き上げる制度設計はは機能しな､
)

70

21い
○

65 整理できよう｡

ァ.高齢者は､保護しなければならない ｢か弱い｣存在である205)

ウ.高齢期は､生存のための生物学的能力､適応のための心理学的能力､役

はこここし前提を踏まうたたう ィ.高齢者は､死をより間近に控えた存在である｡社会が支えええてもよいと合意でででき､､
そう｢高齢者｣特徴よび合意形成のの基盤と理由を検討するるなななおお

以下で高齢者めのの年金医療介護･･･福祉サービスといったた社社会会保障 割充足のための社会学的能力などが､ほぼ不可逆的に低下する｡

制度が正当化され根拠を考察にあたっ､
ェ.高齢者は若年者よりも病弱であり､より重症の急性疾患や慢性病を思い対象るすするる高齢者ととしててはは

現状即し歳以上の者を念頭ににおてていいる｡

｡､､

75 やすい｡また入院期間が長期化しやすく､要介護状態にもなりやすいo特

高齢者を象し社会保障他の国民に対対する制制と度度ととでは異なったた､
に 7歳以上の後期高齢者は､発病率や要介護発生率がより高い05

制度原理要局面が存在すす否かか オ.｢痴呆｣は有病率が加齢により増加し､高齢者に対する影響は見過ごせ高齢者の特徴
､
を整理必要あるる高齢者という法法分野がが象徴すす ない｡

｡こ
れをを探るるるためには

高齢者を1つ特別な社会保障のの給付主体してととらえるる傾向があ
､
ように れ 高齢者は､比較的貧しい世代であると考えられていたが､長年蓄積して
)
､
22
アメリカは多人種が存在し東西南北で生活様様式も異るななる広い国

｡この
点アメリカでは

｡､､
きた財産をもつ世代とも捉えられている｡

り由と自自立を重んじ国ででああるる公的医療保険

メディケアや公的年金制度OASDI となる｡ 

それにもかかわらず

など｢高齢｣を給付要件とした社会保障

全凶民に対する公的医療保険制制度度がが成立ししいななか
､
高齢発展た
､

｡､､

)

｡
23

キ.高齢者は､それまでと同様の形での就労､さらには就労そのものが困難

対制度が存在すす凶であるるるからこそ高齢者者を他の国民以上公的ににに､

)就労と年金制度の関係など柵をめぐる雇用法抑醤高齢者者即いては拙稿｢第JU21''./39､=､LL､
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) 高齢者法の大家であり､本リス トの作成にあたって助言を得た 

高齢者法の授業では､初回で底船肴は ｢か弱い ( ｣存在である点が確認されたOこの他､高齢
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